
カマド

北壁中央部に構築されていた。煙道部は、

半円形状の緩やかな掘り込みである。神都は、

地山を計画的に削り残して、造り出されたも

のである。左袖部先端には、焚口部を構築し

た構材の一部と考えられる溶結凝灰岩の板状

礫が埋め込まれていた。

カマド覆土は、にぷい黄褐色土（①層）、炭

化物片を含むにぷい黄橙色土（②層）、パミ

ス・ローム粒子を含む黄橙色土（③層）、黄

橙色土（⑤層）、パミス・ローム粒子を含む

暗褐色土（④層）、炭化物片・黄橙色土ブ

ロックを含む暗褐色土（⑥層）である。

③層・⑤層が棒材と思われる。⑦層は円形

に掘られた掘り方を埋めたローム混入の黒褐

色土である。

遺物

検出された主要遺物は、土師器杯・鉢・餌

・賓、砥石、編物石である。

土師器杯には、稜を中央部に有し、口縁部

が直立する須恵器模倣杯（1）、稜を下部に

有し、内面黒色処理が施されている杯（2）

がある。1はI区1層、Zは焚口部から検出

されている。

3はへラミガキの施された土師器鉢である。

I区の3層と4層に破片が分布していた。

4は小形の土師器球胴寮で、住居中央の床

面から検出されている。

5は台付賓の脚部破片で、出土位置はI区

1層である。

6は土師器甑の把手と考えられるもので、

Ⅱ区床面から出土している。7は単孔の土師

器筋で、Ⅲ区1層から検出されたものである。

8～13は土師器球胴整。14～16は土師器長

胴寮である。8はカマド左脇壁際の5層から

出土している。9は南壁脇の床面、11・14は

住居中央の床面から検出された。13はカマド

左脇壁際の5層から住居中央床面に破片の分

二ノー

0　　　　　　　　1m
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二三
第72図　H16号住居址カマド実測図（1：30）

写真70　H16号住居址カマド

布がみられた。15はカマド⑤層に破片が存在し、

12はカマド⑤層からI～Ⅲ区4層に破片が分布し

ていたものである。16はI区とⅢ区の4層、10は

I区の1層と2層に破片が分布していたものであ

る。

17・18は楕円形の河原石で、編物石と思われる。



二三＿．イ・・：

0　　　　　　　　10cm

第73図　H16号住居址出土土器I（1：4）
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0　　　　　　　　10cm

第74図　H16号住居址出土土器I（1：4）

．∴十・一∴
．デく・ノノ　　16

＼　／／∠

第75図　Ⅱ16号住居址遺物分布図

共に4層中の出土であるが、分布は異なるo H16号住居址から検出された土器群は、土師器

19は砂岩製の砥石で、中央が窪む四面の使用面　　杯・長胴嚢・球胴嚢の特徴と組成から、古墳時代

を有する。東壁脇の床面から検出されている。　　　後期の土器様相として捉えることができる0
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表27　H16号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器　 形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 土師器 杯

（13．3）

（13．3）

4．2

口縁1／4

底部4／5
非 p クロ

内面 ：み こみ部ナデー，口縁ヨlコナデ

外面 ：口縁ヨコナデ ・底部へラケズ リ

内面：5 Y R 5／3

外面：5 Y R 6／4

断面：5 Y R 5／4

I 区 1 層

2 土師器 杯

15．8

9 ．6
口縁 4／5

非 ロクロ
内面 ：ヘラ ミガキ→黒色処理 外面：7 ．5Y R 6／6

カマ ド
4 ．5
底部完形 外面 ：口縁 ヨコナデー・底部へラケズ リ→へラミガキ 断面：10Y R 6／4

3 土師器 鉢

22 ．5
口凌3／4

底部3／4
非 ロクロ

内面 ：口縁 ヨコナデ ・体部～底部ナデ （刷毛状工具） 内面：10Y R 4／6

1 区 3 ・4 層7 ．3 －ヰへラミカキ
外面 ．口最 ヨコナ J ・休部ナ ‾P （刷毛状工具）

外面：2 ．5Y R 5／6

13 ．2 フ‾　　　　 R　　 フー
底部へラケズリ→ヘ ラミガキ 断面：7．5Y R 5／4

4 土師器 療

12．1
ロ縁1／4

非 ロクロ

内面 ：日録 ヨコナデ→胴部～底部へラナデ→へラミガキ 内面：10Y R 7／3

Ⅱ区床面6．0 外面 ：口縁 ココナデー・胴部および底部へラケズ リ後 外面 5 Y R 6／4

11．7
底部完形

部分的にナデ 断面 ：5 Y R 6／6

5 土師器 台付聾 （7．8）

く2．7〉

脚部1／2 非ロクロ
内面 ：ナデ （刷毛状工具）

外面 ：ナデ （刷毛状工具）

内面

外面

断面

：2．5 Y R 4／1

：2．5 Y R 5／4

：2．5 Y R 6／4

】区 1 層

6 土師器 慌 把手 非ロクロ
内面 ：へラ ミガキ

外面 ：ナデ後へラミガキ

内面

外面

断面

： 5 Y R 6／4

：7．5 Y R 6／4

： 5 Y R 6／4

Ⅱ区床面

7 土師器 甑 （18 ．0）

〈5 ．1〉

底部1／4 非 p クロ
内面 ：へラ ミガキ

外面 ：ナデ後へラミガキ

内面

外面

断面

：7 ，5Y R 6／4

： 5 Y R 6／4

：7 ．5Y R 7／4

『区 1 層

8 土師器 蔓

（20 ．3）

日録1／5 非 ロクロ
内面 ：ロ級 ココナデ→胴部へラナデ

内面：10Y R 2／1

Ⅲ区 5 層

く10 ．2〉
外面 ：胴部ナデ→ロ綾 ココナデ→胴部へラ ミガキ 外面

断面

：7 ．5Y R 3／3

．7 ．5Y R 5／4

9 土師器 嚢 6 ．2 底部完形 非 ロクロ
内面 ：へラナデ後へ ラミガキ

内面

外面

5 Y R 4／3

7 5Y R 3／3 Ⅳ区床面 木葉痕あり
〈6．1〉 外面 ：胴部へラケズ リ後へ ラミガキ

断面 7 ．5Y R 5／4

10 土師器 要 （10．4）

く6．1〉

底部1／2 非 ロクロ
内面 ：刷毛 目

外面 ：へ ラケズ リ後へラミガキ

内面

外面

断面

10Y R 8／3

7 ．5 Y R 6／4

10 Y R 8／4

I区 1 ・2 層

11 土師器 奮 8．6 底部完形 非ロクロ
内面 ：ヘラナデ

内面

外面

断面

10Y 7／4

10Y 5／4 Ⅶ区床面

く9．5〉
外面 ：へラケズ リ後へラミガキ

5 Y 6／1

12 土師器 要

（24．6）

口縁1／3 非ロクロ
内面 ：ロ線 ヨコナデ→胴部へラナデ

内面

外面

断面

7．5 Y R 6／4
カマ ド⑤層

く22．1〉
外面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラケズリ後へラ ミガキ

7．5 Y R 6／4

2 ．5Y R 4／4
I ～皿区 4 層

13 土師器 蜃 （7 ．2） 底部1／2 非ロクロ
内面 ：刷毛 目

内面

外面

断面

10Y R 7／3

5 Y R 6／6
Ⅲ・Ⅳ区床面

く24 ．5〉
外面 ：へラミガキ

10Y R 5／2
n 区 5 層

14 土師器 聾

（15 ．0）

6 3
日夜 1／4

非 p クロ
内面 ：口縁 ヨコナデー，胴部～底部へラナデ

内面

外面

断面

10Y R 4／2

5 Y R 5／4 I 区床面 木葉痕あ り

27 ．7
底部完形 外面 ：ロ縁 ヨコナテ→胴部ナデ→底部外周へラケズ リ

7 ．5Y R 6／3

15 土師器 婆

17 ．8

ロ縁3／4 非 ロクロ
内面 ：口縁ヨコナデー・胴部へラナデ

内面

外面

断面

7 ．5Y R 4／4

カマ ド⑤層
く31 ．0〉

外面 ：口最ヨコナデー・胴部へラケズ リ
7 ．5Y R 2／2

5 Y R 5／4

16 土師器 奮 （6．9） 底部1／3 井 口クロ
内面 ：口縁ヨコナデ→胴部～底部へラナデ後へラミガキ

内面

外面

断面

10Y R 7／3

5Y R 7／3 Ⅲ・Ⅲ区 4 層 木葉痕あり

く34．5〉
外面 ：日録ヨコナデ ・胴部へラケズ リ後へラミガキ

7 ．5 Y R 7／2

∴．＿
⊂⊃，8　国

0　　　　　　　10cm

表28　H16号住居址出土石器観察表

挿 図番 号 器 種 材質 長 さ 幅 厚 さ 重量 出 土位 置 備　　 考

1 7 編 物石
輝　 石

安 山岩
12 ．5 4 ．8 3 ．9 3 8 0 Ⅲ 区 4 層

18 編 物石
輝　 石

安 山岩
9 ．8 4 ．6 2 ．6 1 9 0 1 区 4 層

19 砥　 石 砂　 岩 8 ．3 3 ．8 4 ．2 1 80 Ⅳ 区 床 面

第76図　Ⅱ16号住居址出土石器（1：4）
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写真71H16号住居址出土遺物I

87



’
F

写真72　Ⅱ16号住居址出土遺物I
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（17）H17号住居址　　　　　　　　　　　奈良時代

H17号住居址は、第I区Kけ7グリッドより検

出された。M6号溝状遺構によってカマド煙道部

と北壁の上部が破壊され、撹乱によりカマド上部

の堆積が乱されている。

平面形態は、南北3．8m、東西3．6mの隅丸方形

を星する。床面積は11．1I超である。主軸方向はN

－230－Wを指す。壁は105度程の急傾斜で立ち上

がり、確認面からの壁高は76～82cmと深い。周清

とピットは確認されなかった。

住居覆土は、暗褐色土（1層）、黒褐色土（2

層）、パミス・ローム粒子を多量に含む褐色土

（3層）、四隅の床面を埋めた黒褐色土（4層）の

堆積である。

カマド　北壁中央部に構築されている。燃焼部

は壁外にやや半円形状に張り出して設けられてい

る。火床面には軽石を円柱状に加工した支脚石2

個（左：長さ16．3cm、右：長さ19．4cm）が並存し

ていた。火床面の掘り方は浅い皿状をなし、支脚

石より手前に40×30cm、深さ20cm程度のピットが

2個検出されている。覆土は、橙色粘土ブロック

・ローム粒子を多量に含む暗褐色土（①層）、構

材の橙色粘土の堆積、黒褐色土（②層）、炭化物片

を含む灰黄褐色土（③層）、掘り方を埋めた黄褐

色土（④層）・責橙色土（⑤層）である。

遺物　遺物出土量は少なく、主要遺物は、八世

紀第I四半期の土器と思われる土師器高杯（1）

がⅣ区1層、刀子破片（2）が両壁中央際の床面

から出土したのみである。

表29　H17号住居址出土鉄器観察表

Q＿－　－　＿＿＿＿＿皐m

第77図　Ⅱ17号住居址実測図（1：80）

写真73　H17号住居址
l

二王＝⊃三）
2

0　　日：4）　18cm O　　（1：2）　5cm

第78図　H17号住居址出土遺物

表30　H17号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 土師器 高杯

く　2 ．9〉

底部1／3 非 ロクロ
内面 ：杯部へラミガキ→黒色処理 ・脚部へラナデ 外面 二7．5Y R 6／4

Ⅳ区 1 層
外面 ：ナデ→杯部へラミガキ 断面 ：10Y R 6／4
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（18）H18号住居址　　　　　　　　　　　　　奈良時代

H18号住居址は、第I区Qい1・2グリッドよ

り検出された。主体は調査区外にあり、調査は東

壁側の一部に止まった。

平面形態は、隅丸方形を皇したと考えられ、東

壁で4．4mを測る。確認面からの壁高は46～56cm

である。周溝は幅7～14C皿、深さ4～8cmのもの

が巡っていた。ピットは確認されなかった。

住居覆土は、黒褐色土（1層）、パミス・ローム

ブロックを多く含む黒褐色土（2層）、パミス・

ロームブロックを多量に含む褐色土（3層）、壁

際・床面を埋める黒色土（4層）、周溝を埋める

黒褐色土（5層）の堆積であった。また暗褐色土

を含むローム（6層）で掘り方を埋め、床面が形

成されていたことが確認された。

カマド　調査区外であるがセクションで袖部等

の構材と考えられる橙色粘土がみられた。

遺物　出土量は少なく、主要遺物は、I区1層

から出土した八世紀第1四半期の土器と考えられ

る須恵器高台付杯（1）のみであった。

0　　　　　　　　　　　之m

第79図　H18号住居址実測図（1：80）

、＼ヒ；＝＝去笠蛋♂′

ぷ1　0　　　　　　10cm

第80図　H18号住居址出土土器（1：4）

写真74　H18号住居址

表31H18号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 須恵器 杯 C 9．6）

＼1．6 〉

底部2／3 ロクロ
，底部切 り離し （切り離し方不明） －・高台貼付

外面 ：底部回転へラケズ リ

内面：　 N 5／0

外面：　 N 5／0

断面：　　 N 5／0

I 区 1 層
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（19）H19号住居址　　　　　　　　　　　　奈良時代

E19号住居址は、第I区Kき・く10グリッド

より検出された。

平面形態は、南北4．9m、東西4．6mの隅丸方

形を呈する。床面積は16．8I道を測る。主軸方向

はN－25。－Wを指す。

壁は115度程の緩傾斜で立ち上がり、僅かに

内湾する。確認面からの壁高は58～64cmである。

周溝は幅8～20cm、深さ2～10cmのU字形を望

し、北壁東側から北東隅・南西隅の一部を除く

壁直下に認められた。

主柱穴は規則な配置にある4個（Pl～P

4）である。やや大形の掘り方で、Plは46×

68cm、深さ62cm、P2は55×68cm、深さ63cm、

P3は33×52cm、深さ66cm、P4は50×58cm、

深さ60cmを測る。また、カマド左脇に接して38

×44cm、深さ21cmのP6、北東隅に22×22cm、

深さ12cmのP5、南東隅の周港内に24×38cm、

深さ23cmのP7が確認された。

住居覆土は3層からなり、1層は黒褐色土、

2層はパミス・ローム粒子を多く含む黒褐色土、

3層は、壁際・床面を埋める黒色土である。

一　91

第81図

H19号住居址実
測図（1：80）

写真75

H19号住居址



カマド

カマドは北壁中央部に設けられていた。

橙色粘土で構築された煙道部・神都・天井

部の一部が残存していた。また、右神都では

軽石が補強材として据えられていた。さらに、

カマドの構材と考えられる軽石の分布が、カ

マド前方の床面にみられた。火床部は構円形

状に掘り込まれた後、ロームを含む黒色土

（④層）で埋め戻されていた。

覆土は、構材の橙色粘土が流出した状態を

示す黄橙色土（①層）、住居覆土3層と同様

な土層の堆積、橙色粘土ブロックを含む明黄

褐色土（②層）、煙道部を埋める黒褐色土（③

層）の堆積である。

遺物

検出された主要遺物は、須恵器蓋・杯、土

師器杯・聾である。

1・2ほ須恵器蓋の破片で、共に1層から

出土したものである。

3・4は手持ちへラケズリで底部が調整さ

れた須恵器杯である。3はⅡ区2層、4はⅢ

区3層から出土している。

5は須恵器高台付杯の底部破片で、Ⅲ区3

層から検田されている。

6はいわゆる畿内系暗文（口縁部に放射状

暗文、みこみ部に三重のらせん状暗文）の認

められる土師器杯で、P6内から出土したも

のである。

7は土師器小形嚢の底部で、カマド②層か

ら出土している。

8・10は、口綾部が「く」の字状に外反す

る土師器長胴嚢で、P2上面から潰れた状態

で出土したものである。9は土師器長胴賓の

底部で、P6上面から出土している。

H19号住居址から検出された土器群は、須

恵器杯・土師器杯・土師器長胴嚢の特徴と組

成から、八世紀第Ⅱ四半期の土器様相と理解

できよう。

Iと

0　　　　　　　　1m

第82園　H19号住居址カマド実測図（1：30）

写真76　H19号住居址カマド
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0　　　　　　　　10cm

第83図　H19号住居址出土土器（1：4）

表32　H19号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 須恵器 蓋

（15 ．9）

く1 ．1〉

ロ縁1／8 ロクロ

内面

外面

断面

N 5／0

N 5／0

N 5／0

Ⅳ区 1 層

2 須恵器 蓋

（16 ．4）

く1．4〉

ロ縁1／12 ロクP

内面

外面

断面

7．5Y R 7／4

7．5Y R 5／3

7，5Y R 7／4

Ⅱ区 1 層

3 須恵器 杯 （8 ．0）

く1．0〉

底部1／4 ロクロ
→底部切 り離 し （切 り離 し方不明）

内面 7 ．5Y R 7／1
：区 Z 層

底部に

外面 ：底部手持ちへラケズ リ
外面

断面

7 ．5Y R 7／1

7 ．5Y R 7／l

N 5／0

へ ラ記号

4 須恵器 杯 （6 ．0）

く3．1〉

底部2／3 ロクロ
→底部回転へ ラ切り

内面
Ⅲ区3 層

底部に

外面 ：底部手持ちへラケズ リ
外面

断面

N 5／0

N 5／0

へラ記号

5 須恵器 杯 （10．0）

く2．2〉

底部1／4 ロクロ
叫底部切 り離 し （切 り離し方不明） サ高台貼付

内面

外面

N 6／0

N 6／0 Ⅲ区3 層
外面 ：底部回転へラケズリ 断面 N 6／0

5 Y R 5／4

6 土師器 杯

（14．5）
口腹1／6

非 ロクロ

内面 ：ロ縁ヨコナデ ・みこみ部ナデー，暗文 （ロ綾部に放射状 内面

P 6 畿内系暗文
8．0

4．1

暗文 ・み こみ部に三重のらせん状暗文） 外面 5 Y R 5／4
底部完形 外面 ：ロ縁 ヨコナデ→休部～底部へラケズ リ 断面 ：7 ．5Y R 7／4

7 土師器 要 6．0

〈1．9 〉

底部完形 非 p クロ
内面 ：へラナデ

内面

外面

：7 ．5Y R 6／3

：7 ．5Y R 5／3
カマ ド甥層

外面 ：底部 ・外周へラケズリ 断面 ：7．5 Y R 7／4

8 土師器 聾

22 ．7

く19 ．6〉

口縁完形 非 ロクロ
内面 ：胴部へラナデ→口縁 ココナデ

内面

外面

：5 Y R 2／1

：5 Y R 6／6 P 2
外面 ：口縁 ココナデー，胴部へ ラケズ リ 断面：5 Y R 6／6

9 土師器 察 （4 ．8）

く11 ．1〉

底部1／2 非ロクロ
内面 ：へラナデ

内面

外面

2，5 Y R 4／4

5 Y R 6／3 P 6
外面 ：へラケズ リ 断面：2．5 Y R 4／4

10 土師器 要

23 ．8

ロ縁3／4 非ロクロ
内面 ：ロ縁 ヨコナデー・胴部へラナデ

内面

外面

：5 Y R 4／1

：5 Y R 6／6 P 2

く23 ．0〉
外面 ：□綾 ヨコナデ→胴部へラケズリ

断面二　5 Y R 6／6
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第84図　H19号住居址遺物分布図

∴鵬－・

写真77　土器8・10出土状態

8

写真78　H19号住居址出土遺物
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（20）Ⅱ20号住居址　　　　　　　　　　　　　古墳時代

H20号住居址は、第I区Pお1・2グリッドよ

り検出されている。張り出し部東側上部が、撹乱

坑によって破壊されている。

平面形態は、南北4．4m、東西4．4mの隅丸方形

呈し、南壁中央部に78×140cm程の張り出し部を

有する。床面掛ま16．1I適である。主軸方向はN－

50－Wを指す。

壁は垂直に立ち上がり、確認面からの壁高は

48～54cmである。壁直下には、南壁と東壁の一部

を除き、幅5～14cm、深さ2～9cmの浅い周帝が

確認されている。

主柱穴は四隅に4個（Pl～P4）が確認され

た。PlとP2の掘り方は小形円形であり、Pl

が58×54cm、深さ73cm、P2が52×56cm、深さ15

cmを測る。P3とP4の掘り方は大形楕円形を望

し、P3は56×118cm、深さ18cm、P4は81×130

cm、深さ24cmの規模を有する。また、張り出し部

に36×47CⅢ、深さ8cmのP5が確認されている。

覆土は、1層がパミス・ローム粒子を多く含む

暗褐色土、2層がパミス・ローム粒子を多量に含

む暗褐色土、3層が暗褐色土、4層が壁際を埋め

る褐色土である。 第85図　H20号住居址実測図（1：80）

95　－

写真79

H20号住居址
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第86図　Hz0号住居址カマド実測図（1：30）

写真80　H20号住居址カマド

ー　96　一

カマド

北壁中央部に位置する。本時期のカマドの

基本構造を示す半円形状に緩やかな傾斜で掘

り込まれた煙道部、地山で造り出された袖部、

両袖部先端の小ピットが確認された。ただし、

面取りされた軽石の分布がみられ、構材に軽

石が用いられた点が他と異なっていた。

覆土は、粘性のある褐色土（①層）、炭化物

片を含む黒褐色土（②層）であった。①層が

構材粘土の2次堆積であろう。

遺物

遣物の出土量は少ないが、主要遺物として、

土師器杯・整、編物石、敲石が検出された。

1はへラミガキされた素口縁で丸底を皇す

る土師器杯である。2～4は底部近くに稜を

有する土師器杯で、3・4には内面黒色処理

が施されている。また、3の底部外面にはへ

ラ記号『十』がみられる。

5は球胴形を呈すると考えられる土師器整

底部である。

1・3の土師器杯と5の土師器賓底部は、

カマド右脇に分布し、1・5は4層、3はP

l上面から検出されている。2の土師器杯は

南西隅4層から検出され、4の土師器杯はⅢ

区と皿区の3層に破片が分布していたもので

ある。

6～10は、編物石と考えられるものである。

6・7は一側線に、8・9は両側縁にノッチ

部が形成されている。南西コーナーに分布範

囲があり、6～9は南西隅に集中していた。

11・12は敲石である。11は南壁際の2層か

ら出土した円形礫で、周縁の各所に敲打痕が

みられた。12は南壁際の3層から出土した楕

円形礫で、両端部に敲打痕が観察された。

本住居址の土器群は、土師器杯の特徴から

古墳時代後期の土器様相と理解できる。また、

住居形態も古墳時代後期に特徴的に存在する

在り方を示している。



第87図　H20号住居址遺物分布図

第88図　H20号住居址出土土器（1：4）

表33　H20号住居址出土土器観察表

0　　　　　　　　10cm

挿図

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 土師器 杯

（14．0）
口縁～

非ロクロ
内面 ：刷毛目→へラミガキ

内面

外面

5Y R 6／6

5Y R 6／6 I区4層

5．0
底部1／2 外面 ：口縁ヨコナデ ・休部～底部へラケズリ→へラミガキ

断面 5Y R 6／6

2 土師器 杯

（14．9）
口縁～

非ロクロ
内面 ：みこみ部ナデ→口凌ヨ．コナデ→へラミガキ

内面

外面

5Y R 6／6

5Y R 6／6 hJ区4層
（10．0）

4．6

底部1／3 外面：口綾ヨコナデ→底部へラケズリ・－・へラミガキ
断面 5Y R 6／6

3 土師器 杯

（16．9）
ロ縁～

非ロクロ
内面 ：みこみ部ナデ→口縁ヨコナデ一一へラミガキ→黒色処理 外面：7．5Y R 7／6

P l

外面底部に

ヘラ記号（11．0）

4．8
底部2／3 外面：口綾ヨコナデー・底部へラケズリ→へラミガキ 断面：10Y R 8／3

『＋』あり

4 土師器 杯

（16．′＝
ロ綽1／4

非ロクロ
内面 ：ロ縁ヨコナデ ・みこみ部ナデ一一へラミガキー・黒色処理 外面：7．5Y R 6／4

Ⅲ・Ⅲ区 3層（7．61

4．1
底部3／4 外面：口縁ヨコナデ ・底部へラケズリーーりコ綾へラミガキ 断面：7，5Y R 6．／4

5 土師器 饗 6．3

く　3．7ノ

底部完形 非ロクロ
内面 ：刷毛目→ナデ

外面 ：へラケズリー・へラミガキ

内面：7．5Y R 6／4

外面：10Y R 6／3

断面：7，5Y R 6／4

1区4層

一　97



△10　⊂〕H C〕，2
第89図　H20号住居址出土石器（1：4）

表34　H20号住居址出土石器観察表
挿 図 番 号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 出 土 位 置 備　　 考

6 編 物 石
石　 英

安 山 岩
9 ．5 6 ．8 3 ．5 3 00 Ⅲ 区 4 層

一 側 縁 に

ノ ッ チ 状 加 工

7 編 物 石
石　 英

安 山 岩
10 ．6 4 ．8 3 ．3 2 40 Ⅲ 区 4 層

一 側 線 に

ノ ッチ 状 加 工

8 編 物 石
輝　 石

安 山 岩
10 ．1 7 ．3 2 ．7 2 50 皿 区 4 層

両 側 緑 に

ノ ッチ 状 加 工

9 編 物 石
石　 英

安 山 岩
9 ．7 5 ．4 2 ．7 2 40 Ⅲ 区 4 層

両 側 縁 に

ノ ッチ 状 加 工

10 編 物 石 チャー ト 8 ．9 4 ．0 3 ．3 1 30 Ⅲ 区 床 面

1 1 敲　 石 花 崗 岩 10 ．6 9 ．4 6 ，4 1 0 00 Ⅲ 区 2 層
周 縁 部 忙

敲 打 痕

12 敲　 石 安 山 岩 13 ．7 7 ．8 5 ．1 9 10 Ⅲ区 3 層
両 端 部 に

龍 打 痕

10

写真81H20号住居址出土遺物
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（21）Ⅱ21号住居址　　　　　　　　　　　　奈良時代

‾　′′

即　題包

第90図　H21号住居址実測図（1：80）

一　99　－

写真82　東壁右列（北から）

写真83　西壁石列（北から）



第91図　H21号住居址カマド実測図（1：30）

写真84

カマド煙道の土器

写真85　H21号住居址カマド
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H21号住居址は、第I区hき・く2・3グリッ

ドより検出された。P8号掘立柱建物址によって

西壁上部の一部が破壊されている。

本住居址は、南北6．4m、東西5．9mの隅丸方形

を皇し、31．3r適の床面積を有する大形の住居址で

ある。主軸方向はN－16。－Wを指す。

壁は垂直に立ち上がり、東壁では上部に外反箇

所が存在する。また、北東隅、南東隅、南西隅で

は床面でオーバーハングしている。確認面からの

壁高は68～84cmである。

周清は認められないが、東西壁の直下と北壁西

半から50cm程内に入ったラインの床面に石列が配

されていた。東壁は6個の配石で、北壁西半の配

石と同一ラインに1個、中央部に等間隔に3個、

南壁に接して2個が並んでいた。西壁では北壁西

半の配石と同一ラインから両壁までに、中央部に

やや間隔を設けて7個がほぼ等間隔に並んでいた。

北壁西半は4個が小間隔で並ぶ。用いられた石は

長さ20～30cm、厚さ10C皿程度の軽石である。

主柱穴は規則な配置にある4個（Pl～P4）

である。掘り方は、大形楕円形を皇し、片側にテ

ラスを有する2段の掘り込みであった。Plは51

×86cm、深さ84cm、P2は75×50cm、深さ77cm、

P3は74×88cm、深さ70cm、P4は58×98cm、深

さ76cmを測る。南壁中央際では、36×38cm、深さ

31cmのP5と37×37cm、深さ26cmのP6が並んで

検出され、その下に55×88cm、深さ26cmの不正形

な掘り込みであるP7がみられた。出入口部施設

に関連するものであろう。また、P7上面には軽

石が配されていた。P8は、カマド右脇に存在し、

66×117cm、深さ42cmの楕円形を皇する大形の

ピットである。貯蔵穴と考えられようか。

住居覆土は4層からなり、1層はパミスを多量

に含む黒褐色土、2層は暗褐色土、3層は西壁側

に見られたパミス・ロームブロックを多量に含む

暗褐色土、4層は床面を埋める黒褐色土である。

カマド

カマドは北壁中央に構築され、比較的良好な遺

存状態を示していた。

煙道部の構築方法は、①半円形の緩やかな掘り

込みを設ける。②その掘り込みの中央部をさらに

階段状に掘り込む。③その掘り方に橙色粘土を貼

り、底部を抜いた土師器長胴磐3個を連結して設

置する。④さらに橙色粘土を貼って設置した土器

を固定する。という在り方をなしていた。

袖部は、面取りした軽石を組み上げて芯とし、

ロームと橙色粘土を棒材として構築されていた。

火床面では、80×120cm、深さ20cm程度の楕円

写真86　H21号住居址
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第92図　H21号住居址出土土器I（1：4）
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第93図　H21号住居址出土土器I（1：4）

形の掘り込みを設けた後に、褐色土（⑦層）で埋

め戻し、軽石を柱状に加工した支脚石2個が埋め

込まれていた。

覆土は、橙色粘土ブロックを多量に含む褐色土

（①層）と黒褐色土（②層）、煙道部を埋める黒褐

色土（③層）・黄褐色土（④層）・黒褐色土（⑤

層）、奥壁部を埋めるにぷい褐色土（⑥層）であっ

た0　　　　　　　　　　　1

遺物

1・2層で遺物が多量に出土したが、床面近く

での遺物出土量は極めて少なかった。主要遺物に

は、須恵器蓋・杯・壷、土師器賓、敲石、刀子、

銑鉄、錠があった。

1～3は須恵器蓋である。宝珠形のつまみ部で

ある1はI区1層から、2は西壁際の床面から、

かえりを有する3はⅢ区3層から出土している。

4～13は須恵器杯である。回転へラ切りによる

もの（4・5）、手持ちへラケズリが施されてい

るもの（6・7）、回転へラケズリが施されてい

るもの（8）、回転糸切りの後に手持ちへラケズ

リが施されているもの（9）、回転糸切りの後に

周縁に手持ちへラケズリが施されているもの

（10）、回転糸切りの後に周縁に回転へラケズリ

が施されているもの（11）、回転糸切りで調整が

なされていないもの（12・13）がみられた。4が

カマド②層と4層、5が4層の出土で、6～13は

1・2層から出土したものである。

14は器高が高い須恵器高台付杯で、P8内とI

区4層に破片が分布していたものである。

18～23は口縁部が「コ」の字状に、胴上半部が
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表35　H21号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 須恵器 蓋 2．6

〈1．0〉

つまみ

完形 ロクロ

内面：　 N 5／0

外面：　 N 5／0

断面：　 N 5／0

I 区 1層

2 須恵器 蓋

（14．4）

〈1．1〉

口縁1／4 ロクロ 外面 ：・天井部手持ちへラケズ リ

内面： 2．5Y 5／1

外面： 2．5Y 5／1

断面： 2．5Y 6／4

Ⅲ区床面

3 須恵器 蓋

（19．0）

〈1．5〉

口縁1／12 ロクロ 外面 ：天井部回転へラケズ リ

内面：　 N 7／0

外面：　 N 7／0

断面：　 N 7／0

Ⅲ区3 層

4 須恵器 杯

（13．8）

（9．0）

3．8

口縁～

底部1／2
ロクロ →底部回転へ ラ切 り

内面：　 N 6／0

外面：　 N 6／0

断面：　 N 6／0

カマ ド②層

Ⅱ区 4 層
火捧あ り

5 須恵器 杯

（13．5）

（8．0）

4．3

ロ縁一部

底部1／3
ロクロ

→底部回転へラ切 り

外面 ：底部ナデ

内面：　 5 Y 6／1

外面：　 5 Y 6／1

断面： 2．5Y 6／2

I区 4 層

6 須恵器 杯

（13．0）

（7．2）

4．1

口縁～

底部1／3
ロクロ

→底部切 り離 し （切 り離 し方不明）

外面 ：底部手持ちへラケズ リ

内面：　 N 6／0

外面 ：　 N 6／0

断面 ：　 N 6／0

I 区 2 層 火俸あ り

7 須恵器 杯 （8．0）

〈2．9〉

底部1／2 ロクロ
→底部回転へラ切 り

外面 ：底部手持ちへラケズ リ

内面 ： 7．5Y 6／1

外面 ： 7．5Y 6／1

断面 ： 7．5Y 6／1

Ⅱ区 2 層 火俸あ り

8 須恵器 杯
－
底部1／2 ロクロ

→底部切 り離 し （切 り離 し方不明）

ヽ

内面 ： 2．5Y 6／1

外面 ： 2 ．5Y 6／1 Ⅲ区 2層

〈2．1〉
外面 ：底部回転へラケズリ

断面 ： 2 ．5Y 6／1

9 須恵器 杯

（14．0）

（8．2）

3．6

口縁～

底部1／3
ロクロ

→底部回転糸切 り

外面 ：底部手持ちへ ラケズ リ

内面 ：　 N 6／0

外面 ：　 N 6／0

断面 ：　 N 6／0

Ⅳ区 1層 火裡 あり

10 須恵器 杯

（14．8）

（9．4）

4．1

口縁～

底部1／4
ロクロ

→底部回転糸切 り

外面 ：底部周縁手持ちへラケズ リ

内面 ：7．5Y R 6／2

外面 ：7．5Y R 6／2

断面 ：7．5Y R 6／2

Ⅱ区 2層 火裡 あり

11 須恵器 杯

（14．0）

（8．0）

3．4

口縁1／4

底部3／4
ロクロ

→底部回転糸切 り

外面 ：底部周縁回転へラケズ リ

内面： 5 Y R 4／1

外面：7．5Y R 6／2

断面：7．5Y R 6／2

I 区 1 ・2 層

12 須恵器 杯

（14．6）

（7．0）

3．9

口縁1／4

底部1／3
ロクロ →底部回転糸切 り

内面

外面

断面

2．5Y 6／2

2．5Y 6／2

5 Y 6／1

Ⅳ区 2層 火俸 あり

13 須恵器 杯 （8．0）

〈2．4〉

底部1／3 ロクロ →底部回転糸切 り

内面

外面

断面

5 Y 6／1

5 Y 6／1

5 Y 6／1

Ⅲ区 2層 火裡あ り

14 須恵器 杯

15．3

11．0

6．3

口縁～
ロクロ

→底部切 り離 し （切 り離し方不明）→高台貼付 （高台欠損）
内面

外面

断面

5 R 4／1

5 R 4／1

5 Y R 4／1

I 区4 層

底部3／4 外面 ：底部回転へラケズ リ P 8

15 須恵器 ・＝土ゴ・男互
く2．8〉

肩料1／5
ロクロ 外面 ：肩部に沈線および列点文 （工具櫛）を施す

内面

外面

断面

7．5Y R 5／2

7．5Y R 5／1

7．5Y R 5／2

I 区3 層

16 須恵器 ・＝土r竺E （7．2）

〈2．0〉

底部1／2 ロクロ
→底部切 り離 し （切 り離 し方不明）→高台貼付

外面 ：底部回転へラケズ リ

内面： 7．5Y 5／1

外面： 7．5Y 5／1

断面： 7．5Y 5／1

Ⅳ区 2 層 火俸あ り

17 須恵器 ・＝土ゴ・璽E （10．2）

く2．6〉

底部1／2 ロクロ →底部回転糸切 り

内面

外面

断面

5 P B 7／1

5 P B 7／1

5 P B 7／1

Ⅳ区 2 層

Ⅲ区 1 層

18 土師器 聾

20．1

口縁完形 非ロクロ
内面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラナデ

内面 5 Y R 4／1

カマ ド②層

〈23 ．0〉
外面 ：胴部へラケズリ→ 口縁 ヨコナデ 外面

断面

2．5Y R 5／4

2．5Y R 5／4

19 土師器 賓

20 ．7

口縁3／4 非ロクロ
内面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラナデ

内面 5’Y R 4／1

カマ ド（多層

〈23．0〉
外面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラケズ リ 外面

断面

5 Y R 5／3

5 Y R 5／3

20 土師器 賓

20．6

口縁3／4 非ロクロ
内面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラナデ

内面 ：5 Y R 3／2

カマ ド②層

〈21．0〉
外面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラケズ リ 外面 ．5 Y R 5／4

断面 ：5 Y R 5／4

21 土師器 賓

19．8
口縁～

非 ロクロ
内面 ：胴部へラナデ→口縁 ヨコナデ

内面 5 Y R 5／4

カマ ド煙道

〈20．7〉
胴部完形 外面 ：胴部へラケズ リ→ 口縁ヨコナデ 外面

断面

5 Y R 6／6

5 Y R 6／6

22 土師器 賓

19．4
口縁～

非 ロクロ
内面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラナデ

内面 5 Y R 5／4

カマ ド煙道

〈22．0〉
胴部完形 外面 ：口縁ヨコナデ→胴部へラケズ リ 外面

断面

2．5Y R 5／4

2．5Y R 5／4

23 ≠師器 蛮

（20．8）

〈14．3〉

口縁7／8 非 ロクロ
内面 ：口縁ヨコナデ→胴部へラナデ

外面 ：口縁ヨコナデ→胴部へラケズ リ

内面

外面

断面

5 Y R 4／3

5 Y R 5／4

5 Y R 5／4

カマ ド煙道

－104－
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写真87　H21号住居址出土土器
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写真88　H21号住居址出土石器・鉄器

表36　H21号住居址出土石器・鉄器観察表
挿 図 番 号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 出 土 位 置 備　　 考

2 4 敲　 石 安 山 岩 1 4 ．5 6 ．5 5 ．3 6 60 m 区 床 面
両 端 部 に

敲 打 痕

2 5 敲　 石
石　 英

安 山 岩
1 2 ．8 4 ．6 3 ．5 2 80 Ⅳ 区 床 面

両 端 部 に

敲 打 痕

2 6 刀　 子 鉄 （8 ．4 ） 1 ．2 0 ．4 （1 1 ．8 ） I 区 1 層

2 7 刀　 子 鉄 （6 ．9 ） 1 ．1 0 ．4 （ 7 ．3 ） I 区 1 層

2 8 刀　 子 鉄 （2 ．9 ） 0 ．8 0 ．4 （ 1 ．9 ） 1 区 1 層

2 9 鉄　 厳 鉄 （9 ．8 ） 0 ．5 0 ．6 （ 6 ．9 ） Ⅲ 区 2 層

3 0 鑓 鉄 1 1 ．0 0 ．7 0 ．8 27 ．2 ：区 床 面

張る傾向を示す土師器長胴寮である。18～20はカ

マド内あるいはカマド周辺の②層に破片が分布し

ていたものであり、21～23は煙道部に用いられた

ものである。

24・25は両端部に敲打痕がみられる敲石で、P

7両脇の床面から検出されている。

－106－
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26～28の刀子はI区1層、29の鉄錬基部はⅢ区

2層、30の鎧は西壁脇床面からの検出である。

以上の土器群で、回転糸切り手法の須恵器杯・須

恵器高台付杯・土師器長胴嚢における特徴は、八

世紀第Ⅳ四半期～九世紀初等の土器様相と把握で

きよう。



（22）Ⅱ22号住居址　　　　　　　　　　　奈良時代

H22号住居址は、第1区もお・か1・2

グリッドより検出された。ピットによって

西壁上部が一部破壊されている。

平面形態は、南北5．5m、東西5．1mの隅

丸方形を皇し、24適の床面積を有する。主

軸方向はN－190－Wを指す。

壁は95度の急傾斜で立ち上がり、確認面

からの壁高は66～72cmである。幅7～17cm、

深さ2～8cmの周帯が、南壁側を半周する。

主柱穴は規則に配置された4個（Pl～

P4）である。Plは51×52cm、深さ38cm、

P2は68×44cm、深さ60cm、P3は60×54

cm、深さ54cm、P4は51×47cm、深さ46cm

を測る。南壁中央際では、30×18cm、深さ

21cmのP5と23×21cm、深さ22cmのP6が

並んで検出され、両壁に接して43×40cm、

深さ20cmのP7が検出された。

住居覆土は4層からなり、1層がパミス

・ローム粒子を多量に含む褐色土、2層が

パミス・ローム粒子を含む褐色土、3層が

暗褐色土、4層が壁際床面を埋める黒褐色

土である。

E E’
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カマド

カマドは北壁中央に位置していた。

煙道部は半円形の緩やかな掘り込みの後、

中央部を柱状に掘り込み灰白色粘土が貼られ

ていた。灰白色粘土で構築された両袖部の一

部が確認され、両袖部先端には面取りされた

軽石が埋め込まれていた。火床面は、楕円形

の掘り方と袖石埋め込み用のピットがみられ、

にぷい黄褐色土（②層）で埋め戻されていた。

覆土は、灰白色粘土ブロック・炭化物片を

含む暗褐色土（①層）である。なお、カマド

前方の（丑層と3層上面に軽石を含む灰白色粘

土ブロックの集中がみられた。また、軽石の

集中部は住居中央の床面にも存在していた。

遺物

検出された主要遺物は、須恵器杯・嚢、土

師器婆、砥石、鉄鋲である。

1の須恵器杯は、盤状を皇し、回転糸切り

の後に回転へラケズリで調整された底部をみ

せる。2の須恵器杯は、底部に手持ちへラケ

ズリが施されたものである。共にI区1層中

から検出されている。

3は口径の大きい須恵器高台付杯で、I区

3層から出土したものである。

4・5は土師器小形聾で、4の底部はI区

3層から、5の口縁部はI区の2層と3層か

ら出土している。

7・8は土師器長胴賓である。7の底部は、

カマド①層に分布していたものであり、8の

「コ」の字状口縁の憤向を示す長胴賓は、9

の広口の須恵器整と共に北東隅の床面から検

出されている。

10は砂岩製の砥石で、南壁中央際床面から

検出された。11は銑鉄の基部と思われるもの

で、住居中央西側床面の出土である。

須恵器高台付杯・土師器長胴嚢は、その特

徴から八世紀第Ⅳ四半期～九世紀初等の土器

と考えられよう。

0　　　　　　　　　1m

写真90　H22号住居址カマド
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第97図　H22号住居址出土土器（1：4）

表37　H22号住居址出土土器観察表

挿図

番号
′種　 別 器形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 衆意器 杯

（13 ．9）
口縁 1／10

ロクロ
→底部回転糸切 り

内面

外面

7．5 Y 5／1

7 5 Y 5／1 I 区 1層（10 ．4）

3 ．3
底部 1／4 外面 ：底部回転へラケズ リ

断面 7．5 Y 6／1

2 須恵器 杯 （6 8） 底部 1／5 ロクロ
→底部切 り離 し （切 り離 し方不明）

内面

外面

7 ．5Y R 6／4

7 ．5Y R 6／4 I 区 1 層

3 ．9
外面 ．底部手持ちへフケス リ 断面 7 ．5Y R 7／4

3 須恵器 杯

（15 ．2）

く 5．4〉

ロ縁 1／5 ロクロ →底部切 り離 し （切 り離 し方不明）→高台貼付 （高台欠損）

内面

外面

断面

2 ．5 G Y 5／1

2 ．5 G Y 6／1

2 ．5 G Y 6／1

Ⅲ区 3 層

4 土師器 窪 5 5 底部完形 非ロクロ
内面 ：へラナデ

内面

外面

5 Y R 5／6

5 Y R 5／6 Ⅱ区 3 層

く 7．9〉
外面 ：へラケス リ 断面 5 Y R 5／4

5 土師器 婁

（14．4）
口縁一部

非ロクロ
内面 ：胴部へラナデ→□縁 ヨコナデ

内面

外面

10 Y R 7／4

7．5 Y R 6／6 Ⅲ区 2 ・ 3 層

く畠．3〉
頭部 1／5 外面 ：胴部へラケズ リ後へ ラミガキ→ロ縁ヨコナテ

断面 5 Y R 5／1

6 土師♯ 蛮 6 6 底部完形 非 ロクロ
内面 ：へ ラナデ

内面

外面

7．5 Y R 6／4

2．5 Y R 5／4 l 区 1層

く 1．8〉
外面 ：へ フケス リ 断面 2 ．5 Y R 6／6

7 土師器 婁 5 8 底部完形 非 ロクロ
内面 ：へラナデ

内面

外面

． 5 Y R 5／4

： 5 Y R 6／′4
カマ ド（¢層

く12．7〉
外面 ：へフケズリ 断面： 5 Y R 3／8

8 土師器 嚢

21．9

ロ縁 3／4 非 ロク P
内面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へ ラナデ

内面：7 ．5Y R 5／6

R 6／4
I 区床面

25．6
外面 ：ロ縁 ヨコナデ→胴部へ ラケズ リ後部分的にナチ 外面

断面

． 5 Y

：7 ．5Y R 7／3
I 区 3層

9 須恵器 婁

（36．9）

ロ縁 1／5 ロクロ
内面 ：口縁 ヨコナデ ・胴部へ ラナデ後当て具に よる押え

内面

外面

10 Y 6／1

： 5 Y R 6／2 l 区床面

く16．4〉
外面 ：叩き日 （格子風叩 目文）→ロ縁ヨコナデ 断面：7 ．5Y R 7／4
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第98図　H22号住居址遺物分布図
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第99図　H22号住居址出土石器・鉄器

表38　H22号住居址出土石器・鉄器観察表

挿図番号 器種 材質 長さ 幅 厚 さ 重量 出土位置 備　　 考

10 砥　 石 砂　 岩 7 ．9 7．9 5．6 200 Ⅲ区床面

11 鉄　 線 鉄 （5．9） 0．5 0 ．6 （3 ．9） Ⅲ区床面

二l∴　　　　‾‾

i
10　　　　　11

写真91H22号住居址出土遺物
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（23）Ⅱ25号住居祉　　　　　　　　　　　奈良時代

H25号住居址は、第1区Lえ・お2・

3グリヅドより検出された。Cセクショ

ン北側は聖原遺跡調査分である。

平面形態は、南北5．0m、東西5．2mの

隅丸方形を呈する。床面積は20．7I首を測

る。主軸方向はN－230－Wを指す。

壁は105度の急便斜で立ち上がり、確

認面からの壁高は最大で84cmを測る。幅

10～20cm、深さ5～8cmの周溝が、北壁

西半から西壁にかけて存在していた。

主柱穴は規則に配置された4個（P

l～P4）が確認された。Plは60×44

cJn、深さ43cm、P2は52×58cm、深さ67

cm、P3は67×55cm、深さ58cm、P4は

58×68cm、深さ52cmを測る。なお、P3

・P4では径18cm程の柱痕が確認された。

また、南西隅で44×44cm、深さ21cmのP

5が検出されている。

住居覆土は、4層からなる。1層は暗

褐色土、2層はパミス・ローム粒子を多

く含む暗褐色土、3層はパミス・ローム

ブロックを多量に含む暗褐色土、4層は

壁際床面を埋める黒褐色土である。なお、

Cセクションでは、本住居址がⅢ層中か

ら掘り込まれていたこと、掘り方をロー

ムと暗褐色土（5層は暗褐色土主体、6

層はローム主体）で埋め、床面を形成し

ていたことが確認された。

リ　　　　ノ、

第100図　H25号住居址実測図（1：80）

写真92　Ⅱ25号住居址覆土
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カマド

カマドは北壁中央に構築されている。

煙道部は、上部が半円形の掘り込みで、中

央部が柱状の掘り込みである。柱状の掘り込

み部には、橙色粘土が貼られていた。

橙色粘土で構築された両袖が僅かに確認さ

れた。また、両袖にピット状の掘り方がみら

れ、左袖部には面取りされた軽石が埋め込ま

れていた。

火床面は、皿状に掘り窪められ、軽石を柱

状に加工した支脚石2個が据えられていた。

覆土は、上面を覆う橙色粘土ブロックを多

量に含む暗褐色土（①層）、煙道部から火床

面にみられた崩落した粘土層、灰を含む黒褐

色土（（多層）、黒褐色土（（診層）である。

遺物

出土した主要遺物は、須恵器蓋・杯、土師

器杯・襲、敲石であるが、遺物の出土層位は

覆土1層が主体であった。

1～3はつまみ部を欠く須恵器蓋で、1層

中の遺物である。1・Zはかえりを有するも

のである。なお、1にはH26号住居址の3層

から出土した破片が接合している。

4・5は須恵器杯の体部破片、6・7は底

部に回転へラケズリが施されている須恵器高

台付杯で、出土層位は1層である。

8は体部が弓なりに湾曲する土師器杯で、

1層中の遺物である。

9は土師器小形嚢で、カマド（彰層から出土

している。

10は「く」の字状口縁の長胴寮で、Ⅲ区1

層から出土している。

11・12は敲打によると考えられる剥離痕を

有するもので、11は住居中央床面、12は西壁

中央際床面から出土している。

かえりを有する須恵器蓋、「く」の字状口

縁の長胴寮の特徴は、八世紀第I四半期の土

器様相として把握される。

0　　　　　　　　　1m

第101図　H25号住居址カマド実測図（1：30）

写真93　H25号住居址カマド
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第102図　Ⅱ25号住居址出土土器（1：4）

表39　H25号住居址出土土器観察表

二三三＝‾‾≡

挿 図

番 号
種　 別 器 形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出 土 位 置 備　 考

1 須 意 器 蓋

（1 8 ．4 ）

く 3 ．0 〉

口縁 1／12 ロ ク ロ 外 面 ：天 井 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ、 二 条 の 沈 線 を 施 す

内 面

外 面

断 面

5 Y 7 ／1

5 Y 7 ／1

5 Y 7 ／1

l ・ Ⅲ 区 1 層

Ⅱ 26 Ⅲ 区 3 層

H 2 6 と

接 合

2 須 恵 器 蓋

（1 6 ．7 ）

く 2 ．4 〉

ロ縁 1／14 ロ ク ロ 外 面 ：天 井 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ

内 面

外 面

断 面

10 Y R 8 ／3

7 ，5 Y 8 ／1

7 ．5 Y 8 ／3

1 ・ Ⅲ区 1 層

3 須 恵 器 蓋

（1 7 ．5 ）

く 2 ．7〉

口最 2／5 ロ ク ロ 外 面 ：天 井 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ

内 面

外 面

断 面

7 ．5 Y 5 ／1

N 4 ／0

7 ．5 Y 5 ／1

I ～ Ⅳ 区 1 層

4 須 恵 器 杯

（1 2 ．4）

く 3 ．9〉

口縁 1 ／4 ロ ク ロ

内 面

外 面

断 面

1 0 Y 5 ／1

7 ．5 Y 5 ／1

1 0 Y 5 ／1

Ⅲ 区 1 層

5 須 恵 器 杯

（1 3 ．6）

く 3 ．6〉

口縁 1 ／3 ロ ク ロ

内 面

外 面

断 面

N 7 ／0

5 Y 7 ／1

N 7 ／0

Ⅲ 区 1 層

6 須 恵 器 杯 （ 9 9） 底 部 1 ／4 ロ ク ロ
→ 底 部 切 り 離 し （切 り 離 し 方 不 明 ） → 高 台 貼 付

内 面

外 面

N 5 ／0

10 Y 4／1 Ⅱ ・ Ⅲ 区 1 層

く 3 ．3〉
外 面 ：底 部 回 転 へ フ ケ ス リ 断 面 ． 5 R P 4／1

7 須 恵 器 杯 （1 0 0） 底 部 3 ／8 ロ ク ロ
→ 底 部 切 り 離 し （切 り 離 し 方 不 明 ） → 高 台 貼 付

内 面

外 面

5 Y 5／1

： 1 0 G Y 4／1 Ⅲ 区 1 層

〈 1 ．8〉
外 面 ：底 部 回 転 へ フ ケ ス リ 断 面 ： 2 ．5 Y 6／1

8 土 師 器 杯

（1 2 ．4）
口 縁 1／5

非 ロ ク ロ
内 面 ：み こ み 部 ナ デ → 口縁 ヨ コ ナ デ

内 面

外 面

7 ．5 Y R 7／6

7 ．5 Y R 6／6 I ・ Ⅳ 区 1 層

く 4 ．0〉
底 部 1／3 外 面 ：口 縁 ヨHコ ナ デ → 体 部 ～ 底 部 へ ラ ケ ズ リ 断 面 ： 1 0 Y R 7／4

9 土 師 器 蛮

（1 0 ．8）
日 録 ～

非 ロ ク ロ
内 面 ：口 線 コ コ ナ デ → 胴 部 ～ 底 部 へ ラ ナ デ

内 面

外 面

7 ．5 Y R 7／6

7 5 Y R 4／2 カ マ ド① 層
（ 3 ．0）

9 ．3
底 部 3 ／8 外 面 ：口 縁 コ コ ナ ヂ → 胴 部 へ ラ ケ ズ リ ・底 部 ナ デ

断 面 7 ．5 Y R 5 ／4

10 土 師 器 轟

（2 4 ．4）

口 縁 1／4 非 ロ ク ロ
内 面 ：胴 部 へ ラ ナ デ → ロ縁 ヨ コ ナ デ

内 面

外 面

： 5 Y R 5 ／4

：2 ．5 Y R 7 ／6 Ⅲ 区 1 層

く 7 ．4 〉
外 面 ：日 録 ヨ コ ナ デ → 胴 部 へ ラ ケ ズ リ

断 面 ： 5 Y R 7 ／4

ー113－



第103図　H25号住居址出土石器（1：4）

表40　Ⅱ25号住居址出土石器観察表

挿図番号 器種 材質 長 さ 幅 厚 さ 重量 出土位置 備　　 考

11 蔵　 石
角閃石
安山岩

10 ．3 5．3 4．5 290 Ⅳ区床面
両側縁に
敲打痕

12 敲　 石
角閃石

安山岩
12 ．4 6．7 5．8 580 Ⅲ区床面

端部に
敲打痕

写真94　H25号住居址

ンて

lこ舅三‥－・；：l芋貫＿
10

写真95　H25号住居址出土遺物

114－



（24）Ⅱ26号住居址　　　　　　　　　　　　平安時代

H26号住居址は、第I区Lか・き7グリッドに

位置し、検出面は第Ⅲ層である。

平面形態は、南北4．0m、東西3．9mの隅丸方形

を呈する。床面積は11．1I適を測る。主軸方向はN

－170－Wを指す。壁体は上部が第Ⅲ層と第Ⅳ層

で、下部が第Ⅴ層である。壁高は、検出の際に北

西隅を第Ⅳ層まで掘り下げたため（北西隅上部形

状の歪みはそのことに起因する）、酉壁では浅い

が、東壁では70cmを測る。周清は存在しない。

ピットは、南壁中央に接してPl、その東脇に

P2が検出されたが、主柱穴と考えられる明確な

どットは確認されなかった。Plは30×63cm、深

さ18cm、P2は47×45cm、深さ27cmを測る。

住居覆土は、4層の堆積が観察された。1層は

パミス・ローム粒子を僅かに含む黒褐色土、2層

はパミス・ロームブロックを多量に含む暗褐色土、

3層はパミス・ローム粒子を僅かに含む黒褐色土、

4層は西壁際床面にみられた暗褐色土である。

㍉．．・C、

第104図　H26号住居址実測図（1：80）

写真96　H26号住居址

－　115－



0　　　　　　　　　1m

C’

忽瘍忽努彪
第105図　H26号住居址カマド実測図（1：30）

写真97　H26号住居址カマド

カマド

カマドは北壁中央部に位置する。

煙道部は、段差をもって半円形状に掘り込まれ、

燃焼部奥壁は、長方形状に掘り込まれている。

袖部の構築は、ピット状の掘り込み、面取りし

た軽石の配置、橙色粘土による整形の過程が一部

伺えた。火床面は楕円形の掘り込みの後、褐色土

（⑤層）の充填で形成されていた。

覆土は、上面に橙色粘土が流出した橙色粘質土

（①層）、住居址覆土3層の堆積、橙色粘土ブロッ

クを多く含む褐色土（②層）、炭化物片・灰を含

116

む橙色粘質土（③層）、煙道部に黒褐色土（④層）

がみられた。

遺物

検出された主要遺物は、須恵器蓋・杯・長頸壷

・嚢、土師器整・羽釜、敲石、刀子である。

1・2は須恵器蓋で、1の皿状つまみ部はⅡ区

1層から、2はⅡ区3層から出土している。

3は回転糸切り未調整の底部をみせる須恵器杯

で、カマド③層から検出されている。

4は口径が大きく器高が高い須恵器高台付杯で、

I・Ⅲ・Ⅳ区2層に破片分布がみられた。
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第106図　H26号住居址出土土器（1：4）

5は須恵器長頸壷頸部破片で、Ⅳ区1層出土。

8・9は須恵器嚢の口縁部で、頸部のしまる8

はI区2層、広口の9は住居中央部近くの床面か

ら検出されたものである。

10は土師器長胴賓で、11は「コ」の字状口縁を

呈する土師器球胴饗。10はカマド①・②層に破片

が分布していたもので、11はカマド②層とカマド

手前の2・3層に破片が分布していたものである。

一117一

12はロクロ成形による土師器羽釜で、カマド②

・③層から検出されている。

13は刀子の破片で、I区2層から出土している。

14は南東隅床面出土の敲石で、側線に敲打痕が

観察される。

須恵器杯・須恵器高台付杯・土師器整・羽釜の

特徴は、平安時代・九世紀前半の土器様相と思わ

れる。



表41H26号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器　 形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 須恵器 蓋 4．6

〈1．4〉

つまみ

完形
ロクロ

内面：　 N 6／0

外面： 10Y 6／1

断面：　 N 6／0

‡区 1層

2 須恵器 蓋

（19．0）

〈1．4〉

口縁1／6 ロクロ 外面 ：天井部回転へラケズ リ

内面：　 N 5／0

外面：　 N 5／0

断面：　 N 5／0

I 区3 層 火裡あ り

3 須恵器 杯

（14．4）

（8．0）

3．9

口縁1／8

底部2／3
ロクロ →底部回転糸切 り

内面： 2．5Y 5／1

外面 ： 2．5Y 5／1

断面 ： 2．5Y 5／1

カマ ド③層 火俸あ り

4 須恵器 杯

（17．7）

（12．5）

6．4

口縁1／4
ロクロ

→底部切 り離 し （切 り離し方不明）→高台貼付
内面 ：5 P B 6／1

外面 ：5 P B 5／1

断面 ：5 P B 6／1

I ・Ⅲ・Ⅳ区
火捧あ り底部1／2 外面 ：底部回転へ ラケズ リ 2 層

5 須恵器 長頸壷

〈7．3〉

頸部1／2 ロクロ

内面 ：　 5 Y 7／1

外面 ： 10Y 6／2

断面 ：　 5 Y 6／1

Ⅳ区 1 層
外面に

自然粕付着

6 須恵器 虫　’竺E （7．0）

〈2．4〉

底部1／4 ロクロ
→底部切 り離 し （切 り離 し方不明）

外面 ：底部回転へラケズリ

内面 ：　 N 5／0

外面 ：　 N 6／0

断面 ：　 N 6／0

I 区 2 層

7 須恵器 ・＝量ゴ・璽E （14．0）

〈2．8〉

底部1／8 ロクロ
→底部切 り離し （切 り離 し方不明）→高台貼付

外面 ：底部回転へラケズリ

内面：　 5 Y 6／1

外面：　 5 Y 6／1

断面：　 5 Y 6／1

I 区床面

8 須恵器 聾

（18．3）

〈4．2〉

口縁1／8 ロクロ

内面： 2．5Y 5／1

外面： 2．5Y 4／1

断面：7．5Y R 6／3

I 区 2層

9 須恵器 賓

（38．8）

〈7．8〉

口縁1／8 ロクロ 外面 ：胴部叩き目→ ヨコナデ

内面：10Y R 5／2

外面：10Y R 5／1

断面：10Y R 5／1

Ⅳ区床面

10 土師器 婆

（22．6）

口縁3／4 非ロクロ
内面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラナデ

小

内面：5 Y R 3／1

外面：7 5Y R 6／4 カマ ド

〈11．5〉 外面 ：胴部へラケス リ→ 口縁ヨコナデ
断面：5 Y R 5／2

① ・②層

1・1 土師器 賓

（21．2） 口縁1／3

頸部～ 非ロクロ
内面 ：胴部へラナデ→口縁 ヨコナデ

予　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lヾ

内面：5 Y R 5／4

外面 ：5 Y R 5／4
カマ ド

I区 2 ・3 層
〈14．9〉 肩部完形 外面 ．口縁ヨコナテ→胴部へラケスリ 断面 ：5 Y R 5／4 I 区 2 層

12 土師器 羽釜

（23．6）
口縁～

ロクロ
内面 ：胴部ナデ （刷毛状工具）

内面 ：7．5Y R 3／1

外面 ’ カマ ド

〈24．8〉
胴部1／4 外面 ：胴部へ ラケズ リ ・5 Y R 6／6

断面 ：5 Y R 7／4

② ・③層

l

：Z≡≡二つ芝＝ロ
】

0（1：2）3cm
l l

13

「
14

0　　（1：4）10cm

第108図　H26号住居址出土石器・鉄器

表42　H26号住居址出土石器・鉄器観察表

第107図　Ⅱ26号住居址遺物分布図

挿図番号 器種 材質 長さ 幅 厚さ 重量 出土位置 備　　 考

13 刀　 子 鉄 （3．6） 0．8 0．5 （3．1） I 区2 層

14 敲　 石
角閃石

安山岩
10．4 7．9 5．9 680 Ⅳ区床面

－118－
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写真98　H26号住居址出土遺物
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（25）H27号住居址　　　　　　　　　　　　　奈良時代

E27号住居址は、第I区hい・う5・6

グリッドより検出された。

平面形態は、南北4．7m、東西4．7mの規

格的な隅丸方形を皇する。床面積は19I首を

測る。主軸方向はN－210－Wを指す。壁

は95度の急傾斜で立ち上がり、確認面から

の壁高は76～86cmである。壁直下に幅8～

19cm、深さ4～12cmの周溝が全周している。

主柱穴は、円形を皇する4個が規則的に

配置されていた。Plは29×33cm、深さ62

cm、P2は25×25cm、深さ45cm、P3は48

×46C皿、深さ37cm、P4は40×47cm、深さ

47cmを測る。なお、径10～20cm程の柱痕が

確認された。

住居覆土は6層の分層で示したが、大形

のロームブロックが随所にあり、人為的に

埋め戻された傾向が伺えた。1層はパミス

・ロームブロックを多く含む黒褐色土、2

層はパミス・ロームブロック主体の褐色土、

3層はパミス・ロームブロックを多く含む

暗褐色土、4層はパミス・ロームブロック

を多量に含む褐色土、5層は周清にみられ

た黒褐色土、6層はロームである。

0　　　　　　　　　　　2m

第109図　H27号住居址実測図（1：80）
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写真99　H27号住居址
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0　　　　　　　　　1m

第110図　H27号住居址カマド実測図（1：30）

写真100　H27号住居址カマド

カマド

カマドは北壁中央部に構築されていた。

煙道部の形成は、壁体を角柱状に掘り込んだも

のである。袖部を構築した橙色粘土が、両袖部の

基部に僅かに残存していた。火床部では、楕円形

状の浅い掘り込みと小ピット3個が確認された。

並存する小ピットは、袖部先端部に位置していた

ものと思われる。それらの覆土は褐色土（⑤層）

であった。

覆土は、灰黄褐色粘質土（①層）、褐色土（②

層）、灰黄褐色粘質土（③層）、橙色粘質土（④

層）である。

ー121

遺物

遺物の出土量は僅かで、主要遺物は、須恵器杯

のみである。

1は東壁脇の4層から出土した須恵器杯で、回

転へラ切りによる底部をみせる。2は住居中央の

床面から出土した須恵器杯で、回転へラ切りで切

り離された後に、回転へラケズリで底部が調整さ

れたものである。3・4は須恵器高台付杯の底部

破片と思われるものである。3は1区2層から、

4はI区3層から出土している。

本住居址検出の須恵器杯は、奈良時代・八世紀

第1四半期の土器と考えられようか。
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第111図　H27住居址出土土器（1：4）

表43　H27号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 須恵器 杯

13．5
ロ縁 3／4

ロクロ
→底部回転へラ切 り

内面

外面

10Y R 7／1

10 Y 7 ′1 Ⅳ区 4 層7．5

3．8
底部完形 外面 ：底部ナデ

断面
／

10Y R 7／1

2 須恵♯ 杯

13．2

9 8
ロ橡 4／5

ロクロ
→底部回転へラ切 り

内面

外面

5 Y 5／1

5 Y 5／1 I 区床面

3．7
底部完形 外面 ：底部回転へラケズ リ

断面 5 Y 8／2

3 須恵器 杯 （11．6） 底部 2／5 ロクロ
→底部切 り離 し （切 り離 し方不明）→高台貼付

内面

外面

7．5 Y 5／1

7．5 Y 6／1 】区 2 層

く　2．9）
外面 ：底部ナテ

断面 7．5 Y 6／1

4 須恵器 杯 （11 9） 底部 1／5 ロクロ
→底部切 り離 し （切 り陛 し方不明）→高台貼付

内面：　　 N 6／1

外面：　　 N 6／1 I区 3 層
底部外面に

く 0．9）
外面 ：底部回転へラケズ リ 断面：　　 N 6／1 へフ記号

写真101H27号住居址出土遺物

写真102　土器1出土状態

ー122－

写真103　土器2出土状態



（26）H28号住居址　　　　　　　　　　　　古墳時代

H28号住居址は、第I区hい・う7・8グ

リッドより検出されている。カマド煙道部がH

27号住居址によって切られている。

平面形態は、南北4．7m、東西4．7mの規格的

な隅丸方形を皇する。床面積は19．OI適である。

主軸方向はN－200－Wを指す。

壁は95度程の急傾斜で立ち上がる。確認面か

らの壁高は50cm程である。壁直下に幅9～23cm、

深さ5～14cmの断面U字形の周清が全周する。

主柱穴は4個（Pl～P4）が、やや壁より

に規則的に配置されていた。Plは45×43cm、

深さ56C皿、P2は41×36cm、深さ46cm、P3は

37×41cm、深さ40cm、P4は40×40cm、深さ47

cmを測る。主柱穴以外のピットは確認されな

かった。

覆土は、周帝をローム粒子を多量に含む暗褐

色土（5層）が埋め、黒色土（4層）が壁際を

埋める。住居全体は黒褐色土（1層）・パミス

・ロームブロックを多量に含む黄褐色土（2

層）と、住居中央床面を埋める黒褐色土（3

層）の堆積である。
第112図　Ⅱ28号住居址実測図（1：80）

一123一

写真104

Ⅱ28号住居址



カマド

北壁中央部に構築され、煙道部先端がH27号

住居址によって破壊されていた。

袖部は、地山を馬蹄形状に掘り残して造り出

されたものである。構材は橙色粘土で、両袖部

の一部に貼られた状態で残存していた。

カマド覆土は、橙色粘土ブロック・橙色粘土

粒子を多量に含むにぷい黄褐色土（①層）と暗

褐色土（②層）、炭化物片を含む赤褐色土（③

層）、黒褐色土（④層）、褐色土（⑤層）、灰層

（⑥層）、橙色粘土ブロックを含むにぷい黄褐

色粘質土（⑦層）である。

遺物

検出された主要な遺物は、土師器杯・壷・聾、

編物石・敲石・台石である。

1は底面近くに稜を有する内面黒色処理され

た土師器杯である。住居中央部の床面から検出

されている。

2は土師器壷口縁部と考えられるもので、住

居中央部の3層から出土している。

3・7は土師器長胴賓である。3はカマド右

脇の②層から検出され、7はカマド内の③層か

らカマド右脇の②層に破片が分布していたもの

である。

4は土師器小形饗で、ロ綾部に刷毛目調整、

胴部～底部にへラケズリが施されている。カマ

ド手前の②層と床面に破片が分布していたもの

である。

5・6はへラミガキで調整された土師器球胴

嚢である。5はカマド内の③層から、6はP4

脇の4層から出土している。

8～19は西南隅の床面に密集分布していたも

のであり、編物石と考えられる。8は両側縁、

9～12は一側線に加工が施され、扶入部が形成

されている。平均重量は190gである。20・21

はI区の床面から出土したもので、これらも編

物石と考えられようか。

22はⅢ区の1層から出土したもので、端部に

0　　　　　　　　1m Iと

第113図　H28号住居址カマド実測図（1：30）

写真105　H28号住居址カマド

敲打によると考えられる剥離面がみられる。

23は住居中央部の床面にあった台石と考えられるも

ので、表裏面の平坦面が磨かれた状態を示していた。

本住居址から検出された土器群は、土師器杯・土師

器長胴嚢・土師器球胴寮の特徴と組成から、古墳時代

後期の土器様相と把握される。

1124－
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第114図　H28号住居址遺物分布図

写真106　編物石出土状態

写真107　土器6出土状態
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第115図　H28号住居址出土土器（1：4）

表44　H28号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 土師器 杯

（14．1）

（10．4）

3 ．7

口縁2／5
非ロクロ

内面 ：へラミガキ→黒色処理 外面：10 Y R 5／2
Ⅳ区床面

底部完形 外面 ：口縁 ヨコナデ後へラ ミガキ ・底部へラケズ リ 断面：10 Y R 7／2

2 土師器 憂

（9 ．7）
ロ縁一部

非ロクロ
内面 ：日録刷毛 目 ・胴部へラナデ

内面

外面

断面

：7．5 Y R 7／4

：7．5Y R 7／4

：7 ．5Y R 7／4

1 区 3 層

く6 ．3〉
頚部完形 外面 二ロ綾刷毛 目後へ ラミガキ

3 土師器 鍵

（22 ．8）

く8 ．7〉

口縁1／3 非ロクロ
内面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へ ラナデ

外面 ：ロ縁ヨコナデ→胴部へ ラケズ リ

内面

外面

断面

：7 ．5Y R 7／6

：7 ．5Y R 7／6

：10Y R 8／4

カマ ド（む層

4 土師器 婆
14 ．8 ロ凌2／3

非 ロクロ
内面 ：胴部下半～底部へラナデ→刷毛目

内面

外面

断面

：7 ．5Y R 6／4

’7 ．5Y R 6／6

7 ．5Y R 6／6

カマ ド②層

11 ．9
底部完形 外面 ：胴部～底部へ ラケズリ→口縁刷毛 目 Ⅲ区床面

5 土師器 婁 7 ．2

く13．0〉

底部完形 非 ロクロ
内面 ：へラ ミガキ

外面 ：へラ ミガキ

内面

外面

断面

10Y R 7／4

7 ．5Y R 7／8

7 ．5Y R 7／6

カマ ド③層

6 土師器 婁

（24．0）

く19．9〉

口縁1／2 非 ロクロ

内面 ：刷毛 日→へラミガキ 内面 10Y R G／3

Ⅳ区 4 層外面 ：口縁 ヨコナデ→へラミガキ 外面 7 ．5Y R 6／4

胴部へラケズ リ→へラ ミガキ 断面 5 G Y 4／1

7 土師器 窪 底部完形 非 ロクロ
内面 ：ナデ （刷毛状工具）

内面 7 ．5Y R 7／4
カマ ド

7 ．2

く29 ．4〉
外面 ：胴部～底部へラケズ リ 外面

断面

5YR2／2 ，7／6

10Y R 7／4

（塾・（診層
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第116図　H28号住居址出土石器（1：4）

表45　H28号住居址出土石器観察表

16

（≡∋2。

0　　　　　　　　10cm

挿図番号 器種 材質 長さ 幅 厚さ 重量 出土位置 備　　 考 挿図番号 器種 材質 長 さ 幡 厚さ 重量 出土位置 備　　 考

8 編物石
石　 英

安山岩
10．1 5 ．4 2 ．7 200 Ⅶ区床面

両側縁に

ノッチ状加工
16 編物石 安山岩 10 ．0 5 ．5 3 ．2 180 Ⅲ区床面

9 編物石
石　 英

安山岩
8．8 5 ．8 3 ．1 220 Ⅲ区床面

側線に

ノッチ状加工
17 編物石

石　 英

安山岩
7 ．8 5 ．8 2 ．8 165 Ⅲ区床面

10 編物石
輝　 石

安山岩
9．0 7 ．8 2 ．3 200 Ⅲ区床面

側縁に

ノッチ状加工
18 編物石

石　 英

安山岩
8 ．5 5 ．5 3 ．3 160 Ⅲ区床面

11 編物石
輝　 石

安山岩 6 ．5 5 ．0 4 ．0
220 Ⅲ区床面

側縁に

ノッチ状加工
19 編物石

石　 英

安山岩 9 ．5 4 ．4 3 ．8 140
Ⅲ区床面

12 編物石
輝　 石

安山岩
7 ．4 4 ．8 5 ．9 180 Ⅲ区床面

側縁に

ノッチ状加工
20 編物石

石　 英

安山岩 11 ．1 6 ．1 6 ．0 520
1 区床面

13 編物石 砂　 岩 9 ．6 6 ．7 2 ．7 180 Ⅲ区床面 厚手剥片 2 1 編物石 チャート 12 ．1 7 ．0 3 ．6 385 1 区床面

14 編物石
石　 英

安山岩
8 ．0 5 ．4 3 ．5 220 Ⅲ区床面 22 敲　 石

角閃石

安山岩
6 ．1 4 ．8 3．0 140 Ⅲ区 1 層

15 編物石 安山岩 9 ．8 5 ．4 3 ．5 220 Ⅲ区床面 23 台　 石
輝　 石

安山岩
17 ．2 13 ．6 7．0 2520 皿区床面 両面麿痕

－127－



写真108　Ⅱ28号住居址出土遺物
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（27）H30号住居址　　　　　　　　　　　奈良時代

H30号住居址は、第I区Lあ8グリッド

より検出された。

平面形態は、南北5．1m、東西5．0mの隅

丸方形を呈する。床面活は21．7I首を測る。

主軸方向はN－320－Wを指す。

壁は100度程の急傾斜で立ち上がり、確

認面からの壁高は46～58cmである。西壁か

ら南壁の一部に、幅13～23cm、深さ2～12

cmの周溝が巡っていた。

主柱穴は、規則的な配置を示す4個（P

I～P4）と考えられる。Plの掘り方は

長楕円形を皇し、P3は2度の掘り方から

なる。Plは43×78cm、深さ46cm、P3は

50×50cm、深さ37cmと31×33cm、深さ41cm、

P2は36×60cm、深さ37cm、P4は50×47

皿、深さ45cmを測る。なお、径16～20C皿程

の柱痕が確認されている。南壁中央部では、

壁に接して42×51cm、深さ9cmのP5が検

出されている。出入口部関連のピットであ

ろうか。また、西北隅には、64×51cmの楕

円形を皇し、斜めに25cm程掘り込まれたP

6が存在していた。

し・∴【．

第117図　H30号住居址実測図（1：80）

写真109

H30号住居址



第118図　E30号住居址カマド実測図（1：30）

④
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写真110　H30号住居址カマド

住居覆土は、5層に分層された。1層はローム

ブロックを多く含む黒褐色土、2層はパミス・

ロームブロックを多量に含む暗褐色土、3層はパ

ミス・ロームブロックを含む暗褐色土、4層は褐

色土、5層はパミス・ローム粒子を多く含む褐色

土である。

カマド

カマドは北壁中央部に構築されていた。

煙道部は、壁体を角柱状に掘り込み、灰白色粘

土を貼って構築されていた。袖部は、灰白色粘土

を構材とするもので、両袖部の一部が残存してい

た。また、左袖部では軽石の分布がみられ、芯材

130

として軽石が用いられていた状況が示され、その

一部が据えられた状態で検出された。さらに、そ

れに対応して、両袖部の位置に袖石埋め込み用と

考えられる小ピットが存在していた。また、火床

面には皿状の掘り方がみられた。

カマド覆土は、崩落した構材の灰白色粘土層が

上部にあり、その下部に灰黄褐色土（①層）と黒

褐色土（②層）の堆積がみられた。

遺物

本住居址から検出された主要遺物は、須恵器杯

と土師器嚢である。

1は、回転糸切り手法で切り離された後に、底



0　　　　　　　　10cm

第119図　H30号住居址出土土器（1：4）

表46　H30号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 須恵器 杯

（13 ．0）

（8 2）
口縁7／8

ロクロ
→底部回転糸切り

内面

外面

5 Y 7／1

5 Y 7／1 I 区 3 層

3 ．8
底部7／8 外面 ．底部周縁お よび外周回転へフケス リ 断面 5 Y 7／1

2 須恵器 杯

（13 ．6）
ロ縁一部

ロクロ
→底部切 り離 し （切 り離 し方不明）

内面

外面

7．5Y R 6／4

7 5Y R 6／4 Ⅱ区 1層
（8 ．0）

3．8
底部1／4 外面 ：底部ナデ

断面 N 6／0

3 土師器 蔓

（22．0）

口縁2／3 非p クロ
内面 ：胴部へラナデ→口縁ココナデ

内面

外面

：5 Y R 3／1

： 5 Y R 6／4 l 区 3 ・5 層

く20．3〉
外面 ：ロ縁 ココナデ→胴部へラケズ リ 断面：5 Y R 6／4

写真111H30号住居址出土遺物

部の周縁および外周が回転へラケズリで調整され

ている須恵器杯である。出土状態は、破片がカマ

ド手前の3層下部に分布していた。

2の須恵器杯は、底部がナデで調整されており、

切り離し手法は不明である。I区の1層から出土

している。

131－

3は、土師器長胴嚢である。カマド手前の5層

と3層に破片が分布していたものである。

以上のように、H30号住居址から検出された遺

物は少ないが、須恵器杯（1）の特徴は、奈良時

代後半の土器の特徴を示し、八世紀第Ⅲ四半期で

顕著な土器と理解されよう。



（28）H31号住居址　　　　　　　　　　　　　奈良時代

H31号住居址は、第I区hい・う9グリッドよ

り検出された。極めて小形であり、一般の住居址

とは異なるが、カマドの構築も想定されることか

ら住居址として報告する。

平面形態は、隅丸方形を望し、南北2．3m、東西

2．7m、床面積4．5Idの規模である。北東隅のカマ

ドと考えられる箇所を基準とすると、主軸方向は

N－480－Wを指す。

壁は140度程の緩傾斜で不安定に立ち上がり、

確認された壁高は11～24cmを測るにすぎない。

ピットは確認されなかった。そのため、柱穴の

在り方は不明である。また、床面は不安定な状態

であった。

住居覆土は、床面中央部でパミス・ローム粒子

を多量に含む暗褐色土（2層）の堆積がみられた

が、大半はパミス・ローム粒子を含む黒色土（1

層）の堆積であった。

カマド

8

‾・・・5．．1・・・・’

0 3m

第120図　H31号住居址実測図（1：80）

壁外に設けられた半円形状の掘り込みが、北東

隅の位置に存在し、焼土と粘土の分布が確認され

た。カマドの存在を想定すれば、この箇所が該当

しよう。

遺物

検出された遺物には、須恵器杯・嚢、土師器賓

があった。

写真112　H31号住居址

132
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第121図　H31号住居址出土土器（1：4）

表47　H31号住居址出土土器観察表

挿図
番号
種　 別 器形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 須恵器 杯

（14 ．8） 口縁1／8
ロクロ

・底部回転へラ切 り
内面

外面

2，5 G Y 5／1

2 5 G Y 5／1 Ⅱ区 1 層
（6 ．8）

く　4 ．5〉
底部1／3 外面 ：底部ナデ （刷毛状工具）

断面 2．5 G Y 5／1

2 須恵器 蔓

（28 ．2）
口縁1／4 ロクロ

内面 ：ロ縁 ロクロナデ ・胴部へラナデ
内面

外面

7．5Y R 7／4

7，5Y R 7／4 l 区床面

く　8 ．1〉
外面 ：ロ縁 ロクロナデ ・胴部叩き目後回転へラケズリ

断面 2 ．5Y 7／2

3 土師器 療

24 ．0

ロ縁2／3 非ロクロ
内面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラナデ

内面

外面

：10 Y R 6／4

：2．5 Y R 5／6 Ⅲ区 1 層

く10 ．3〉
外面 ：ロ最 ヨコナデ→胴部へラケズ リ 断面 ：2．5 Y R 5，／8

麹麹

写真113　H31号住居址出土遺物

1は、回転へラ切り手法で底部が切り離された

須恵器杯である。底部には刷毛状工具を使用した

と考えられるナデがみられる。I区の1層下部で

検出されている。

2は、広口の須恵器要であり、胴部には叩き日

の後に回転へラケズリが施されている。東壁脇の

床面から検出されたものである。

一133一

3は、土師器長胴嚢である。口縁部は「く」の

字状に顕著に外反する。Ⅲ区の1層上部に破片が

集中していたものである。

H31号住居址から検出された土器は少ないが、

1の須恵器杯と3の土師器長胴嚢は、奈良時代前

半・八世紀第1四半期の特徴を示す土器と考えら

れようか。


